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西
建
協
だ
よ
り
」
で
は
、
管
内
の
様
々
な
行
政

機
関
の
方
々
か
ら
機
会
あ
る
ご
と
に
ご
寄
稿
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
び
、
五
月
に

行
わ
れ
ま
し
た
奥
多
摩
長
選
挙
に
て
再
選
さ
れ
ま

し
た
師
岡
伸
公
様
、
四
月
よ
り
青
梅
労
働
基
準
安

徳
署
長
に
ご
着
任
さ
れ
ま
し
た
、
鈴
木
基
泰
様
の

お
二
人
に
よ
り
ご
寄
稿
頂
き
ま
し
た
の
で
掲
載
を

致
し
ま
す
。 

 

御 

挨 

拶 

奥
多
摩
町 

町
長 

師
岡 

伸
公 

HP アドレス 

西
多
摩
建
設
業
協
会
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様

に
は
、
日
頃
よ
り
町
政
に
深
い
御
理
解
と
御
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
は
、
去
る
五
月
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
町
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
各
方

面
の
方
々
か
ら
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
引
き
続

き
２
期
目
の
町
政
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、
奥
多
摩
町
の
明
る
い
未

来
の
た
め
、
子
育
て
施
策
や
福
祉
施
設
の
更
な
る

充
実
、
防
災
対
策
の
強
化
、
そ
し
て
令
和
八
年
度

竣
工
を
目
指
す
奥
多
摩
町
新
庁
舎
建
設
に
向
け

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

町
民
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た

信
頼
と
期
待
に
お
応
え
す
る
た
め
、
決
意
と
情
熱

を
も
っ
て 

『
奥
多
摩
の
未
来
（
あ
す
）
を
創
る

た
め
に
』
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
今
日
ま
で
私
達
の
諸
先
輩
方
が
、
町
の

産
業
・
経
済
・
観
光
の
振
興
を
願
い
、
昭
和
三
十

年
代
か
ら
東
京
都
に
対
し
、
「
多
摩
川
南
岸
道

路
」
の
整
備
に
つ
い
て
長
き
に
わ
た
り
要
望
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
実
績
が
実

を
結
び
、
昭
和
六
十
年
に
整
備
計
画
が
策
定
さ

れ
、
そ
の
の
ち
、
様
々
な
調
査
や
準
備
期
間
を
経

て
、
平
成
五
年
か
ら
「
海
沢
工
区
」
の
工
事
が
着

手
さ
れ
、
全
体
延
長
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、 

 

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
が
供
用
開
始
と
な
り
、

残
す
と
こ
ろ
「
丹
三
郎
工
区
」
の
一
．
九
キ
ロ 

 

メ
ー
ト
ル
が
整
備
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 
 西

多
摩
建
設
事
務
所
で
は
、
「
多
摩
川
南
岸
道

路
」
の
早
期
完
了
を
目
指
し
て
お
り
、
平
成 

 

二
十
九
年
十
月
に
「
丹
三
郎
地
区
」
と
「
寸
庭

地
区
」
に
お
き
ま
し
て
、
「
丹
三
郎
工
区
の
事 

 

業
概
要
」
及
び
「
測
量
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
、

関
係
す
る
住
民
皆
様
へ
計
画
概
要
の
説
明
が 

 

な
さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
三
十
一
年
二
月
に
は

「
寸
庭
地
区
」
の
住
民
を
対
象
に
多
摩
川
南
岸 

 

道
路
と
寸
庭
地
区
を
結
ぶ
（
仮
称
）
寸
庭
連
絡

路
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 
 「

丹
三
郎
工
区
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ト
ン
ネ

ル
一
か
所
と
橋
梁
三
か
所
の
整
備
が
計
画
さ 

 

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
建
設
用
地
が
確
保
さ

れ
れ
ば
本
格
的
に
工
事
着
手
の
運
び
と
な
り
ま 

 

す
。
「
多
摩
川
南
岸
道
路
」
が
全
線
開
通
し
た

暁
に
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上
や
、
移
動
時
間 

 

の
短
縮
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
「
命
の

道
」
の
整
備
に
よ
り
、
災
害
時
の
「
孤
立
化
防 

 

止
」
あ
る
い
は
「
過
疎
化
」
や
「
高
齢
化
」
が

進
む
奥
多
摩
町
の
「
安
全
・
安
心
」
な
町
づ
く 

 

り
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
東
京
都
に
対
し
ま
し
て
、
早
期 

 

全
面
開
通
の
実
現
を
要
望
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

結
び
に
貴
協
会
に
は
、
今
後
も
更
な
る
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と 

 

と
も
に
、
貴
協
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
の
益
々

の
御
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶 

 

と
い
た
し
ま
す
。 

 

既
に
「
城
山
工
区
」
ま
で
の
五
．
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
間
が
供
用
開
始
と
な
り
、
残
す
と
こ
ろ

「
丹
三
郎
工
区
」
の
一
．
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

整
備
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
事
務
所
で
は
、
「
多
摩
川
南
岸

道
路
」
の
早
期
完
了
を
目
指
し
て
お
り
、
平
成 

二
十
九
年
十
月
に
「
丹
三
郎
地
区
」
と
「
寸
庭

地
区
」
に
お
き
ま
し
て
、
「
丹
三
郎
工
区
の
事 

業
概
要
」
及
び
「
測
量
説
明
会
」
が
開
催
さ
れ
、

関
係
す
る
住
民
皆
様
へ
計
画
概
要
の
説
明
が
な

さ
れ
、
そ
の
後
、
平
成
三
十
一
年
二
月
に
は
「
寸

庭
地
区
」
の
住
民
を
対
象
に
多
摩
川
南
岸
道
路

と
寸
庭
地
区
を
結
ぶ
（
仮
称
）
寸
庭
連
絡
路
の

説
明
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

「
丹
三
郎
工
区
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ト
ン

ネ
ル
一
か
所
と
橋
梁
三
か
所
の
整
備
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
建
設
用
地
が
確
保
さ

れ
れ
ば
本
格
的
に
工
事
着
手
の
運
び
と
な
り
ま

す
。
「
多
摩
川
南
岸
道
路
」
が
全
線
開
通
し
た
暁

に
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上
や
、
移
動
時
間 

の
短
縮
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
「
命
の

道
」
の
整
備
に
よ
り
、
災
害
時
の
「
孤
立
化
防 

止
」
あ
る
い
は
「
過
疎
化
」
や
「
高
齢
化
」
が

進
む
奥
多
摩
町
の
「
安
全
・
安
心
」
な
町
づ
く 

り
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
東
京
都
に
対
し
ま
し
て
、
早
期 

全
面
開
通
の
実
現
を
要
望
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。 

結
び
に
貴
協
会
に
は
、
今
後
も
更
な
る
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と 

と
も
に
、
貴
協
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
の
益
々

の
御
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。 

 

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
け
の
人
事
異
動
に
よ
り
青
梅
労
働
基
準

監
督
署
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
鈴
木
と
申
し
ま
す
。 

一
般
社
団
法
人
西
多
摩
建
設
業
協
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら

労
働
基
準
行
政
の
運
営
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
前
任

者
同
様
に
引
き
続
き
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 さ

て
、
労
働
基
準
行
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し

く
、
昨
年
で
す
が
労
働
基
準
監
督
署
に
寄
せ
ら
れ
る
情
報
提
供
や

相
談
は
増
加
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
、
企
業
倒
産
に
伴
い
賃
金
が

支
払
わ
れ
な
い
ま
ま
退
職
し
た
労
働
者
に
対
し
、
そ
の
未
払
い
賃

金
の
一
部
を
政
府
が
事
業
主
に
代
わ
っ
て
立
替
払
す
る
未
払
賃
金

立
替
払
制
度
の
申
請
が
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。 

令
和
５
年
の
青
梅
署
管
内
の
死
傷
災
害
に
つ
い
て
は
、
前
年
よ

り
減
少
し
た
と
は
い
え
、
複
数
の
労
働
者
の
方
々
が
労
働
災
害
で

亡
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
休
業
４
日
以
上
の
災
害
に
つ
い

て
は
今
年
に
入
っ
て
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
状
況
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
令
和
６
年
度
、
青
梅
労
働
基
準

監
督
署
で
は
、 

 

①
改
正
労
働
基
準
法
等
に
基
づ
く
長
時
間
労
働
の
抑
制
及
び
過

重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
の
防
止 

②
中
小
企
業
及
び
令
和
６
年
度
上
限
規
制
適
用
開
始
業
務
等
の

事
業
場
に
対
す
る
丁
寧
な
対
応
を
含
め
た
一
般
労
働
条
件
確

保
・
改
善
対
策 

③
死
亡
労
働
災
害
の
撲
滅
と
負
傷
者
数
の
減
少
を
目
指
し
た
対

策
の
推
進 

④
化
学
物
質
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
の
推
進 

⑤
労
災
保
険
給
付
の
迅
速
か
つ
適
正
な
処
理 

 

を
重
点
課
題
と
い
た
し
ま
し
た
。
当
署
で
は
今
年
度
も
、
労
働
者

が
安
心
し
て
、
安
全
に
働
け
る
環
境
の
確
保
を
目
指
し
、
重
点
課

題
に
取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
方
の
ご
支
援
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
般
社
団
法
人
西
多
摩
建
設
業
協
会
の

益
々
の
発
展
と
会
員
の
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
着

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

着
任
の
ご
挨
拶 

青
梅
労
働
基
準
監
督
署 

署
長 

鈴
木
基
泰 

本
年
度
も
、
西
建
協
の
上
部
団
体
の
三
多
摩
建
設
業
連

合
会
に
て
、
災
害
被
災
の
復
興
状
況
視
察
、
地
元
建
設
業

協
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
度

は
、
先
月
十
日
日
～
十
三
日
お
い
て
、
鹿
児
島
県
鹿
児
島

市
へ
の
視
察
研
修
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
の
で
報
告
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。 

 

去
る
七
月
十
日
～
一
三
日
、
三
多
摩
建
設
業
連
合
会
と

し
て
、
災
害
被
災
地
視
察
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
の
視
察
研
修
は
、
日
本
各
地
に
て
発
生
し
て
い
る
災

害
に
お
い
て
、
被
災
か
ら
の
復
興
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る

地
元
業
者
の
方
々
の
実
体
験
や
ご
意
見
を
見
聞
き
し
て
、

西
多
摩
に
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
地
元
の
建
設
業
者
と
し
て
、
見
識
を
深

め
る
有
意
義
な
視
察
に
な
り
ま
す
。
本
年
度
は
、
鹿
児
島

県
鹿
児
島
市
に
て
、
桜
島
火
山
噴
火
時
の
降
灰
対
応
状
況

の
視
察
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。 

桜
島
は
、
日
本
で
も
有
数
の
活
火
山
と
し
て
、
有
史
以

来
、
日
ご
ろ
よ
り
規
模
の
大
小
は
あ
り
ま
す
が
噴
火
を
繰

り
返
し
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
、
大
正
三
年
の
大
噴
火
は
、

大
正
噴
火
と
呼
ば
れ
て
、
大
量
の
溶
岩
流
出
を
起
こ
し
ま

し
た
。
大
正
噴
火
で
は
、
そ
れ
ま
で
島
だ
っ
た
桜
島
と
大

隅
半
島
が
陸
続
き
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
〇

年
以
降
か
ら
は
火
山
灰
の
噴
出
を
繰
り
返
す
噴
火
活
動

が
は
じ
ま
り
、
今
日
ま
で
活
動
が
続
い
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
鹿
児
島
市
役
所
職
員
の
か
た
よ
り
、
道
路
降

灰
対
策
の
説
明
を
う
け
、
主
に
市
内
を
三
地
区
に
分
担
し

て
、
市
所
有
の
路
面
清
掃
車
、
散
水
車
６
１
台
、
市
内
業

者
所
有
の
３
３
台
の
車
輌
に
て
の
体
制
で
作
業
、
作
業
実

施
基
準
、
降
灰
対
応
ブ
ラ
シ
を
備
え
る
清
掃
車
作
業
、
廃

捨
て
へ
の
運
搬
処
理
等
方
法
な
ど
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
規
模
噴
火
時
の
防
災
対
策
で
は
、
避
難
シ
ェ
ル

タ
ー
の
紹
介
、
避
難
誘
導
の
訓
練
実
施
の
状
況
、
道
路
啓

開
訓
練
な
ど
取
り
組
み
を
説
明
頂
き
ま
し
た
。 

西
多
摩
地
区
は
、
富
士
山
噴
火
時
に
は
５
セ
ン
チ
程
度

の
降
灰
が
予
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
火
山
灰
の
性
質
等
は

異
な
り
ま
す
が
、
日
常
で
火
山
噴
火
降
灰
に
直
面
し
て
い

る
鹿
児
島
市
の
対
策
を
学
ぶ
こ
と
で
改
め
て
今
後
に
予

想
さ
れ
る
富
士
山
噴
火
の
対
応
に
参
考
に
な
る
と
お
も

い
ま
す
。（
２
面
に
つ
づ
く
） 

三
多
摩
建
設
業
連
合
会 

令
和
六
年
度 

 

災
害
被
災
地
視
察
研
修 

開
催
報
告 
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◇ あ と が き ◇ 

今年も暑い日が続き、体調管理も中々難しいのではないでし

ょうか。 

熱中症対策の一つとして、ハッカオイルをシャツに一吹きす

ると虫よけと暑さ対策となります。これに加えて空調服を着用

するとなお効果は大きくなります！ 

 残暑がまだまだこれから厳しいかとは思いますが、無理しな

いことを優先とし、安全第一でいきましょう！ 

広報委員会  

６ 月 事 業 計 画 

７日 事業委員会 

１３日 広報委員会 ３５８号編集 

１３日 総務委員会 

１４日 災害対策安全委員会 

１７日 三多摩建設業連合会 令和 6 年度総会 

１８日 理事会 

７ 月 事 業 計 画 

４日 災害対策安全委員会 

５日 広報委員会 ３６０号編集 

５日 事業委員会 

８日 総務委員会 

１０～１３日 三多摩建設業連合会 被災地視察研修 

     鹿児島県 鹿児島市 

１６日 理事会 

 

 

降灰対応清掃車の見学 

（
１
面
よ
り
） 

 
今
後
は
、
噴
火
降
灰
時
の
除
灰
作
業
を
含
む

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

等
、
各
自
治
体
と
の
災
害
協
定
の
見
直
し
等
課

題
は
あ
り
ま
す
が
実
現
に
向
け
た
い
と
思
い
ま

す
。 最

後
に
今
回
の
視
察
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
、
（
一
社
）
鹿
児
島
県
県

建
設
業
協
会
様
、
視
察
研
修
開
催
に
あ
た
り
助

成
を
頂
き
ま
し
た
東
日
本
建
設
業
保
証
㈱
に
あ

ら
た
め
て
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
、
こ
の
経
験

を
地
域
の
災
害
対
応
に
役
立
て
、
い
ざ
と
い
う

時
頼
れ
る
建
設
業
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
努
力

い
た
し
ま
す
。 

  

鹿児島県建設業協会との

意見交換会 

 

STOP！熱中症 クールワークキャンペーン

（職場における熱中症予防対策） 

 
気温の高い夏季には、熱中症が多発しております。適切な対

策をとり熱中症予防に努めましょう。 

 

熱中症の予防については、第 14 次労働災害防止計画におい

て、下記のとおり目標が設定されています。 

アウトプット指標：熱中症災害防止のために暑さ指数を把握

し活用している事業場の割合を 2023 年と比較して 2027 年まで

に増加させる。 

※を第 13 次労働災害防止計画期間と比較して減少させる。詳

細は下記労働局サイトＵＲＬをご確認下さい 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116

133.html 

 

  


